
６５周年を迎えて 

理事長 太田 正幸 

２０２１年１１月１日、

医療法人社団正仁会の基と

なりました明石土山病院が

６５年の誕生日を迎えるこ

とができました。 

去年、来年はホテルで豪

華に祝いたいと申しており

ましたが、この度、デルタ

株が猛威を振るい兵庫県の

精神科病院でワクチンを２

回接種した方たちが新型コ

ロナウイルスに感染したと

いう事例がありました。重

症化はしなかったであろうとは思いますが、もし、ホテルで

開催し、そのような事例が当法人において発生した場合は、

患者様・職員の皆様に大変なご迷惑をお掛けすることになっ

てしまいます。６５年という大きな記念ではありますが、会

議室での限定開催とさせていただきました。振りかえってみ

ますと、大変多くの事がありましたが、何よりも６５年とい

う日を迎えられたのは、ひとえに地域の皆様、関係行政の皆

様、職員の皆様のおかげと心より感謝しております。本当に

ありがとうございました。 
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院長 財田 一也 

 本文を執筆している10月21日現在、兵庫、大阪、京都、滋賀を含

む19都道府県に発令されていた緊急事態宣言、8県に発令されてい

たまん延防止等重点措置は解除されています。国民の生命や健康に

著しく重大な被害を与える恐れ、全国的かつ急速なまん延により国

民生活や経済に甚大な影響を及ぼす恐れは軽減・消失したと政府が

判断しての対応です。8月末のピーク時は1日あたり59人確認された

明石市の感染者数は、10月1日以降1日当たり5人から0人に減少して

います。 

 感染拡大の主な起点とされる飲食の場面や遊行施設に対する対策

は、10月22日より感染対策の徹底を行いながらも段階的に緩和され

ていきます。人の流れの抑制や検査体制の強化などの感染防止対策

は今後も政府主導で継続されますが、経済活動との両輪を考えると

やむを得ない措置であろうかと思います。しかし我々医療従事者は

感染しないのはもちろん、院内に持ち込まないということが重要で

あることはこれまで度々お話しした通りです。そのためには(1)外

出・移動の自粛、(2)イベント等の開催・参加は可能な限りひかえ、

やむを得ない場合は「三つの密」を避ける、(3)家族も含めて体調の

異変に気づいたら迷わずPCR検査を行う、以上3点の徹底を今後も

引き続きお願いします。 

 幸い当院の入院患者様、入所者様、施設利用者様の感染は確認さ

れていません。これはひとえに職員皆様の日頃の努力のおかげであ

ろうと大変感謝しております。引き続き前述の感染防止対策に加

え、ワクチン接種も協力下さいますようお願いします。ワクチン接

種効果により60歳以上の高齢者の感染は著しく減少していますが、

その反面20歳代、10歳代、10歳未満の感染が著増し、学校や保育所

でクラスターが発生するなど今後も注意が必要です。お子様をお持

ちのご家庭は心配であろうと思いますが、何らかの症状があればご

自身も含めて家族のPCR検査をぜひ行ってください。 

 現場スタッフの皆様はメディアの一部過剰とも言える報道や感染

拡大に対する不安と恐怖にさらされ、大きなストレスを感じておら

れると思います。我々医療従事者は次々と変異する見えない敵と戦

わねばならず、第5波は終息しましたが12月末には第6波のピークが

新型コロナウイルスについて③ 

 令和３年１０月２２日 医療安全管理研修会と医療ガス安全

管理研修会が行われました。医療安全においては与薬・誤薬に

関する医療事故防止についてがテーマでした。「勘違い」、

「思い違い」、「見間違い」、「取り違え」、「聞き違い」 

など多種多様なミスがあります。それぞれのミスの特性を分析

し確認体制の見直しやチェック方法の変更を行い、ミスの軽

減、業務の効率化に役立てて参りたいと思います。 

来ると予想されています。身体的な不調の際のPCR検査体制

は整えていますが、現場スタッフのメンタルヘルス対応が今後

の課題と考えています。食欲がない、寝られない、気分が乗ら

ない、興味や関心がない、何をするにもおっくうである、なん

となく悲しい、と感じ日常生活に支障のあるかたは先ずは職場

の上司に相談してください。 


